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Ｓ−１・カルボプラチン療法 
FN 低：催吐性 中 

診断名：進⾏⾮⼩細胞肺癌（扁平上⽪癌） 
 

＜投与スケジュール＞（１コース２１⽇） 

Ｄａｙ１〜１４……Ｓ−１   po  ８０〜１２０㎎／day 
１⽇２回 朝・⼣⾷後に内服。１４⽇間服⽤後７⽇間休薬。 

体表⾯積(BSA)に基づき初回投与量を決定する。 
・１.２５ｍ２未満          ：  ８０㎎／day （減量時：５０㎎／day） 
・１.２５ｍ２以上１.５０ｍ２未満   ： １００㎎／day （減量時：８０㎎／day） 
・１.５０ｍ２以上         ： １２０㎎／day （減量時：１００㎎／day） 

 
Ｄａｙ１……カルボプラチン（CBDCA）   div  AUC ５ ㎎／ml・min 

カルバートの式に基づき計算。（７５０㎎／回上限） 
※カルバートの式：投与量（㎎／body）＝⽬標 AUC×（Ccr+２５） 
※Cockcroft&Gault の式：⼥性では×０．８５ 
Ccr＝((１４０−年齢)×体重(kg))／(７２×Cr(mg/dL)) 

 

＜中⽌・減量基準＞ 

１．⾎⼩板減少：５万/mm3 未満で延期、７.５万/mm3 以上で再開。 
        ２.５万/mm3 未満で TS-1、CBDCA 共に減量。 

（TS-1：−１０mg/回(但し、４０mg/回→２５mg/回)、CBDCA：AUC５→４） 
２．消化器症状：下痢、⼝内炎について、Grade２以上で延期、Grade１以下で再開。 
        Grade３以上で TS-1、CBDCA 共に減量。 

（TS-1：−１０mg/回(但し、４０mg/回→２５mg/回)、CBDCA：AUC５→４） 
 


